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(坂尻出身)

田邉 正義 氏
関西美浜会 会長

「
関
西
美
浜
会
」の
総
会･

10
周
年
記
念
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

美
浜
町
出
身
で
現
在
、
関
西
圏
に
お
住
ま
い
の
方
で
構
成
さ
れ
る

　

7
月
18
日
に
大
阪
市
内
で
、
関
西
美
浜

会(

会
員
数
85
人)

の
平
成
21
年
度
総
会
並

び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
員
の
近
況
報
告
の
ほ
か

に
、
規
約
の
一
部
改
正
や
親
睦
行
事
の
開

催
、
記
念
紙
の
発
行
な
ど
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
提
案
さ
れ
、
今
後
の
事
業
計
画
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と
中
村
議
長

が
、
町
の
現
状
を
報
告
。
山
口
町
長
は
、

「
体
験
学
習
の
里
と
し
て
修
学
旅
行
な
ど

を
誘
致
し
、
漁
業
体
験
、
農
家
へ
の
民
泊

で
地
元
の
魅
力
に
ふ
れ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
共
生
す
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。」
と
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
会
の
設
立
10
年
目
を
記
念

し
て
「
ふ
る
さ
と
美
浜
う
ま
い
も
ん
大
抽

選
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
抽
選
で
当
た
っ
た
特
産
品
を
手

に
故
郷
の
思
い
出
や
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を

話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
美
浜
町
出
身
で
、
関
西
圏

に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
を
は
じ
め
、
ご
親

戚
や
ご
友
人
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
ふ
る
さ
と「
美
浜
町
の
皆
様
」こ
ん

に
ち
は
。

　

こ
の
度
、
関
西
美
浜
会
設
立
10
年

目
を
迎
え
、
一
言
ご
挨
拶
と
感
謝
の

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
紀
末
か
ら
新
世
紀
へ
と
歴
史
の

流
れ
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
美
浜
町
と

の
絆
を
、
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
の

懸
け
橋
と
し
て
、「
関
西
美
浜
会
」が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
以
来
、
欠
か
す
こ
と
な

く
例
会
の
懇
親
総
会
に
は
、
皆
様
の

代
表
で
あ
る
山
口
町
長
を
始
め
、
歴

代
議
会
議
長･

町
関
係
者
の
方
々
に
遠

路
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。「関西美浜会」設立

10年目を迎えて

「
十
年
一
昔
」と
申
し
ま
す
が
、
特
に

印
象
に
残
る
事
柄
は
、
平
成
14
年
9

月
29
日
の
総
会
で
、
美
浜
町
名
物
料

理
検
討
委
員
会(

広
瀬
明
美
委
員
長
以

下
7
人)

に
よ
る
名
物
料
理
発
表
会
を

開
催
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
味「
へ
し
こ
寿
司･

イ
カ
の
た
っ

ぷ
り
丼･

セ
サ
ミ
和
え･

わ
か
め
サ
ラ

ダ
」な
ど
、
7
品
目
の
美
味
し
い
手
作

り
料
理
を
ご
披
露
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
8
月
に
は
、
美

浜
町
制
50
周
年
記
念
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
た「
美
浜
里
帰
り
同
窓
会
」企

画
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、
海(

若
狭
湾)

か
ら
の
船
上
遊
覧
と
渓
流
の
里･

レ
イ

ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
展
望
等
は
、
楽
し
い

想
い
出
と
し
て
、
瞼

ま
ぶ
た

に
焼
き
付
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
こ
10
年
、
多
く
の
人
た
ち
と
の

出
会
い
に
感
謝
し
つ
つ
、
以
降
は
本

会
の
使
命
で
も
あ
る「
ふ
る
さ
と
と
の

交
流
拡
大
」と
、
関
西
地
区
に
お
け
る

「
ふ
る
さ
と
美
浜
の
Ｐ
Ｒ
活
動
」に
一

役
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
会
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
前
進
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

･

関
西
美
浜
会 

会
長 

田
邉 

正
義 

氏

　
　
　

☎
０
７
２
‐
８
４
３
‐
９
７
４
０

･

町
企
画
政
策
課(

担
当･

伊
藤)

　
　
　

☎
０
７
７
０
‐
32
‐
６
７
０
１

 総会に参加されたの皆さん
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
安
全
課(

担
当
・
田
辺)

☎
32
‐
６
７
０
３

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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i.jp
/

美浜の環境シリーズ ⑭

助成額

国 70,000円

県 36,000円

町 12,000円

合 計 118,000円

　

今
年
4
月
か
ら
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
費

に
、
国
、
県
、
町
か
ら
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、太
陽
光
発
電
装
置
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
に
太
陽
光
発
電
装
置
を

設
置
し
ま
せ
ん
か
？

 　

太
陽
光
発
電
装
置
と
は
？

　

 

住
宅
の
屋
根
な
ど
に
発
電
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
太
陽
光
に
よ
っ
て
電
気
を
つ
く

る
も
の
で
す
。

　

発
電
さ
れ
た
電
気
は
家
庭
で
使
用
し
ま

す
が
、
そ
の
電
気
使
用
量
よ
り
発
電
量
が

上
回
っ
た
場
合
は
、
電
力
会
社
が
買
い

取
っ
て
く
れ
ま
す
（
契
約
が
必
要
）。

　

ま
た
、夜
間
や
天
候
が
悪
い
場
合
な
ど
、

発
電
量
よ
り
電

気
使
用
量
が
多

い
場
合
は
、
通

常
通
り
電
力
会

社
か
ら
供
給
さ

れ
る
電
力
を
使

用
し
ま
す
。
発

電
量
は
、
装
置

の
規
模
や
メ
ー

カ
ー
、
設
置
場

所
の
日
照
条
件

に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　

 

装
置
を
設
置
す
る
の
に
は
い
く
ら
位

か
か
る
の
？

　
 

装
置
の
規
格
が
1

 

k
Ｗ
あ
た
り
70
万

円
程
度
で
す
。

　

一
般
家
庭
の
平
均
的
な
消
費
電
力
は
、

年
間
約
３
，６
０
０

 

k
Ｗ
ｈ
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
3
～
4

 

k
Ｗ
の
規
模
の
装

置
で
ま
か
な
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

設
置
費
は
、
装
置
の
メ
ー
カ
ー
や
工
事

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
装
置

の
規
格
が
1

 

k
Ｗ
あ
た
り
70
万
円
程
度

で
、
国
の
補
助
対
象
基
準
も
70
万
円
以
下

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
18
年
に
、
町
内
で
21
人

の
方
が
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
助
成

を
受
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
装
置
の
平
均

規
格
は
約
4.1

 

k
Ｗ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
を
い

た
だ
い
た
方
の
発
電
量
の
平
均
値
は
、
年

間
４
，１
０
０

 

k
Ｗ
ｈ
、
売
電
力
の
平
均

値
は
年
間
１
，９
９
０

 

k
Ｗ
ｈ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

 

太
陽
光
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

 

環
境
に
や
さ
し
い
発
電
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
用
し
た
発
電
の
た
め
二
酸
化
炭
素
を
排

出
せ
ず
、
騒
音
も
で
な
い
た
め
環
境
に
や

さ
し
い
発
電
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

 

停
電
時
も
電
気
が
使
え
ま
す
。

　

災
害
な
ど
で
長
時
間
停
電
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
太
陽
光
が
あ
れ
ば
発
電
す
る
た

め
電
気
が
使
え
ま
す
。

　

 

電
気
代
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
庭
で
発
電
し
て
あ
ま
っ
た
電
力
を
電

力
会
社
に
売
る
こ
と
で
、
毎
月
の
電
気
代

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
オ
ー
ル
電

化
や
深
夜
電
力
な

ど
の
設
備
や
契
約

と
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
よ
り
一
層
効

率
的
で
す
。

　

ま
た
、
発
電
量

や
現
在
の
使
用
状

　

 

装
置
を
設
置
す
る
場
合
の
助
成
は
？

　

 

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
装
置
に
つ
い

て
の
助
成
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
細
は
、
町
住
民
安
全
課
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※上限は４k Ｗです。

7 割以上 (6 人 )

Q1. 装置を設置した感想は？

3～7割(12人)

3 割未満 (9 人 )

後悔 (0 人 )

太陽光発電装置を設置され
た方のアンケート調査結果

やや満足
(7 人 )

やや後悔 (1 人 )

大変満足
(7 人 )

◇１k Ｗあたり助成額

答 問

答 問

答 問答答

答 問 Q2. 設置後の節電割合は？

※設置後 1 年～ 2 年の結果

況
が
表
示
パ
ネ
ル
で
常
時
表
示
さ
れ
る
た

め
家
族
の
節
電
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

↑一目で分かる家庭の発電量
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、7月18日から8月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

　

第
24
回
定
格
検
査
中

（
平
成
21
年
8
月
17
日
～12

月
上
旬
予
定
）

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
7
月
23
日
～
）

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
20
年
12
月
10
日
～
）

　

福
井
県
原
子
力
防
災
訓
練(
初
動
対
応

訓
練)[

福
井
県･

美
浜
町･

敦
賀
市
主
催]

が
7
月
28
日
、
美
浜
町
の
福
井
県
美
浜
原

子
力
防
災
セ
ン
タ
ー(

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー)

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
動
対
応
訓
練
と
は
、
事
象
発
生
直
後

か
ら
事
故
へ
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
想

定
で
、
県
を
始
め
、
町
や
関
西
電
力
、
警

察
、
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
防
災
関
係
機
関

の
初
動
体
制
の
確
立
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
へ
の
要
員
派
遣
、
関
係
機
関
間
で
の

情
報
の
共
有
や
そ
の
情
報
を
基
に
関
係
機

関
が
連
携
し
て
住
民
広
報
や
住
民
避
難
等

美
浜
で
福
井
県
原
子
力
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

の
対
策
を
、
実
際
に
住
民
避
難
等
の
対
策

が
必
要
か
ど
う
か
の
判
断
が
下
さ
れ
る
ま

で
に
先
手
先
手
で
対
策
を
検
討
、
調
整
す

る
と
い
っ
た
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
内
で

の
活
動
を
中
心
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
関
西
電
力
㈱
美
浜
発

電
所
3
号
機
に
お
い
て
、
一
次
冷
却
水
の

漏
え
い
に
よ
り
原
子
炉
を
手
動
停
止
す
る

も
の
の
、
そ
の
後
、
ト
ラ
ブ
ル
が
拡
大
し

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
60
機
関
か
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
井
県
原
子
力
防
災
訓
練
は
、

毎
年
、
原
子
力
発
電
所
が
所
在
す
る
市
町

で
順
次(

4
年
に
一
度
、
机
上
訓
練･

初

動
対
応
訓
練･

総
合
訓
練
の
3
訓
練
で
構

成)

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
避
難
な

ど
を
含
む
総
合
訓
練
は
、
秋(

11
月
頃)

に
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

現地事故対策連絡会議 ( 美浜防災専門官が招集 ) の模様

　

8
月
17
日
か
ら
約
4
か
月
の
予
定
で
、

昭
和
45
年
11
月
の
運
転
開
始
後
、
24
回
目

と
な
る
定
期
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
発
電
所
の
設

備
全
般
に
わ
た
り
点
検
が
行
わ
れ
る
と
共

に
、
現
在
の
設
備
の
地
震
に
対
す
る
強
度

を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
耐
震
補
強

工
事
や
蒸
気
発
生
器
に
鉄
や
銅
な
ど
の
不

純
物
が
で
き
る
だ
け
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ

第
24
回
定
期
検
査
の
概
要
に
つ
い
て

う
に
す
る
た
め
の
対
策
等
と
し
て
、
低
圧

給
水
加
熱
器(

※
１)

の
伝
熱
管
を
銅
合

金
製
か
ら
腐
食
に
強
い
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

も
の
に
取
り
替
え
る
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。

（
※
１
）
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
た
後
の
蒸
気
は
復
水

器
で
水
の
状
態
に
戻
さ
れ
、
再
び
蒸
気
発
生
器

へ
と
送
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
温
度
を
徐
々
に
高

め
て
い
く
た
め
の
設
備
の
一
つ
。

　

8
月
12
日
、
原
子
力
機
構
敦
賀
本
部
の

石
橋
達
郎
本
部
長
代
理
が
町
を
訪
れ
、
山

口
町
長
に
対
し
、
平
成
19
年
8
月
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
１
４
１
項
目
の
プ
ラ
ン
ト
確

認
試
験
が
全
て
終
了
し
、
そ
の
全
て
の
試

験
に
お
い
て
判
定
基
準
を
満
足
す
る
結
果

が
得
ら
れ
た
こ
と
と
耐
震
安
全
性
評
価
の

結
果
、
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
と
の
見
通

し
が
得
ら
れ
た
と
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度

中
の
運
転
再
開
を
目
指
し
た
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
転
再
開
時
期
に
つ
い
て
、
町
は
こ
れ

ま
で
も
安
全
を
最
優
先
と
し
て
検
討
す
る

よ
う
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
山
口
町

長
は
、
こ
れ
ま
で
時
期
を
示
し
な
が
ら
も

変
更
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
再
び

変
更
が
無
い
よ
う
に
、
運
転
再
開
ま
で
の

課
題
に
つ
い
て
着
実
、
確
実
に
取
り
組
む

よ
う
改
め
て
要
請
し
ま
し
た
。

﹁
も
ん
じ
ゅ
﹂運
転
再
開
時
期
に
つ
い
て

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

運転再開時期について説明を受ける山口町長



Mihama　Information

お知らせ

募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

13 2009.9 月号

募集作品

応募方法

発 表

賞･賞品

応募先

美浜を楽しむ散策会(吟行会)

「美浜を詠う」
短歌コンクール

作品募集

あなたの眼に映った美浜の短歌。
※作品は本人が創作した未発表のものに限ります。

□ ホームページ

　審査結果は、平成22年3月に直接入選者へ通知します。平
成22年3月末頃に、優秀作品を掲載した作品集を応募者にお
送りします。

　はがき・FAX・メールで受け付けます。応募点数の制限は
ありません。但し、はがき1枚につき1作品とします。応募の
際には、作品と氏名･郵便番号･住所･電話番号･性別･年齢(学
校名と学年)を明記の上、ご応募ください。
※ご連絡いただければ、募集要項をお送りします。

美浜町長賞 賞状･楯･特産品 1人

美浜町議会議長賞 賞状･特産品 1人

美浜町教育委員長賞 賞状･特産品 1人

美浜町教育長賞 賞状･特産品 1人

美浜町文化協会長賞 賞状･特産品 1人

美浜を詠う実行委員会長賞 賞状･特産品 1人

佳 作 賞 状 若干名

※作品をご応募いただいた方に抽選で美浜の特産品を贈呈します。

　 日時：9月26日(土) 午前11時～
　内容：国吉城址と佐柿の町並み

  美浜の四季、海や山 ･ 湖 ･ 空 ･ 人 ･ 祭 ･ 名所 ･ 名物…

あなたの眼に映った美浜を五・七・五・七・七の短歌で表現

してください。

検 索福井県美浜町

□ はがき　〒919-1192　三方郡美浜町郷市25‐25
　　　　　「美浜を詠う短歌コンクール」係
□ F A X　 0770-32-9032

□ メールアドレス  tanka@town.fukui-mihama.lg.jp

※応募に際し、お知らせいただきました個人情報は適正に管理します。

※応募作品に発生するすべての権利は、主催者に帰属するものと
　させていただきます。

第四回

11月30日(月) 
消印有効

応募締切



14広報みはま

10
月
1
日
は
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新
日
で
す

　

町
で
は
、
9
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険

加
入
者
へ
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

町
役
場
で
の
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、
9
月
15
日
ま
で
に
町
住
民
安
全
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
世
帯
の
方
は
、
被
保
険
者
証
の
交
付
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

浅
妻)  

☎
32
‐
６
７
０
３

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

※お問い合わせ先
　県社会保険事務局敦賀事務所
　☎ 23-9902

国民年金保険料 の をご存知ですか？前納制度
　平成21年度の国民年金保険料は、月額14,660
円です。
　平成21年10月分から平成22年3月分までの保
険料のお支払いは、保険料が割引となるお得な前

毎月納めると 前納すると 割引額 納付期限

現金
87,960円

87,250円 710円 11月2日(月)

口座振替 86,960円 1,000円 11月2日(月)引落し

納制度をご利用ください。
　なお、口座振替を希望される方は、8月31日
(月)までに金融機関または社会保険事務所でお申
し込みください。

お得な

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
す
か
？

　

下
水
道
は
、
家
庭
で
使
用
し
た
汚
水
を

処
理
し
、
浄
化
し
た
水
を
川
や
海
に
放
流

す
る
こ
と
で
悪
臭
や
害
虫･

伝
染
病
の
発

生
等
を
防
ぎ
、
美
し
い
自
然
環
境
を
保
つ

こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
の
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区

域
に
お
け
る
水
洗
化
率
は
、
平
成
21
年
3

月
末
で
73
％
と
な
っ
て
お
り
、
未
接
続
の

家
庭
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

下
水
道
普
及
促
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

今
井)  

☎
32
‐
１
３
４
１

9 月 10 日は
｢ 下水道の日 ｣ です！

やさしさと 自然を結ぶ 下水道 ( 平成 20 年度下水道推進標語 )

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

民
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関

心
や
参
加
意
欲
を
一
層
高
め
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
福
祉

教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

● 

テ
ー
マ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
か
ら
得
た

　

こ
と･

感
じ
た
こ
と

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
自
分
の
思

　

い･

考
え
て
い
る
こ
と

● 

資 

格

　

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

● 

部
門･

点
数

・
小
学
生
の
部　

1
人
1
点

・
中
学
生
の
部　

1
人
1
点

・
高
校
生･

一
般
の
部　

1
人
1
点

● 

応
募
締
切　

9
月
9
日(

水)

● 

規 

定

・
作
品
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚

　

以
内
で
す
。

・
応
募
の
際
は
次
の
事
項
を
記
載
し
た
別

紙
を
作
品
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

部 

門　
　
　
　

  

② 

作
品
の
題
名

③ 

氏 

名(

ふ
り
が
な)

  

④ 

学
年･

年
齢

⑤ 

性 

別             

⑥ 

住 

所

⑦ 
電
話
番
号

※
応
募･

お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

　

〒
９
１
０
‐
８
５
１
６

　

福
井
市
光
陽
2
‐
3
‐
22

☎
０
７
７
６
‐
24
‐
４
９
８
７

● 

応
募
方
法　

郵 

送

● 

賞
・
最
優
秀
賞　

各
部
門
か
ら
1
点

・
優
秀
賞　

各
部
門
か
ら
1
点

・
入　

選　

各
部
門
か
ら
4
点

・
学
校
賞　

3
校
ま
で

※
学
生
の
方
は
、
学
校
名･

学
年
も
記
入
し
て  

　

く
だ
さ
い
。

※
受
賞
者
へ
は
、
副
賞
と
し
て｢

旅
行
券｣

ま

　

た
は｢

商
品
券｣

を
お
送
り
し
ま
す
。
学
校

　

賞
は｢

盾｣

と
な
り
ま
す
。


